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 （注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２ 売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第53期

第３四半期 
連結累計期間 

第54期
第３四半期 
連結累計期間 

第53期
第３四半期 
連結会計期間 

第54期 
第３四半期 
連結会計期間 

第53期

会計期間 

自平成20年
４月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成21年
４月１日 

至平成21年 
12月31日 

自平成20年
10月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成21年 
10月１日 

至平成21年 
12月31日 

自平成20年
４月１日 

至平成21年 
３月31日 

売上高（千円）  26,670,406  29,298,763  9,530,321  10,230,071  35,966,812

経常利益（千円）  4,410,738  5,527,222  1,590,612  2,327,328  6,682,588

四半期（当期）純利益（千円）  2,541,110  3,350,509  873,334  1,440,055  3,777,129

純資産額（千円） － －  36,834,568  40,657,612  38,045,522

総資産額（千円） － －  45,472,504  55,204,921  48,238,579

１株当たり純資産額（円） － －  2,145.61  2,368.34  2,216.14

１株当たり四半期（当期） 

純利益金額（円） 
 148.02  195.17  50.87  83.88  220.02

潜在株式調整後１株当たり 

四半期（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －  －  －

自己資本比率（％） － －  81.0  73.6  78.9

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 1,399,414  3,939,053 － －  4,471,651

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △1,876,971  △7,904,534 － －  △2,475,130

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △769,982  3,223,285 － －  △772,566

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
－ －  953,494  2,694,837  3,425,386

従業員数（人） － －  1,248  1,334  1,237
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 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、連結子会社における異動もありません。 

 当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。  

(1）連結会社の状況 

 （注）  従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（ ）外数で記載し

ております。 

(2）提出会社の状況 

 （注）  従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（ ）外数で記載してお

ります。 

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,334  (163)

  平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,255  (160)
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(1）生産実績 

 当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日）における生産実績は、次のとおりであ

ります。 

 （注）１ 事業の種類別セグメント情報を記載していないため、薬効別生産実績を記載しております。 

２ 上記金額は売価換算で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

  

(2）商品仕入実績 

 当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日）における商品仕入実績は、次のとおり

であります。 

 （注）１ 事業の種類別セグメント情報を記載していないため、薬効別商品仕入実績を記載しております。 

２ 上記金額は実際仕入額で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

  

(3）受注状況 

 当社グループ（当社及び連結子会社）は、主として見込み生産を行っているため、記載を省略しております。 

  

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

薬効 金額（千円） 前年同四半期比（％）

神経系及びアレルギー用薬  1,595,962 120.6 

循環器系及び呼吸器用薬  4,078,197 123.5 

消化器官用薬  1,515,233 103.0 

ホルモン剤  16,760     34.9 

ビタミン剤  403,764     90.5 

その他の代謝性医薬品  886,791     98.6 

抗生物質及び化学療法剤  889,078     174.7 

その他  711,588     143.6 

計  10,097,378     118.9 

薬効 金額（千円） 前年同四半期比（％）

神経系及びアレルギー用薬  116,054     146.0 

循環器系及び呼吸器用薬  96,480     98.3 

消化器官用薬  25,494    88.2 

ビタミン剤  12,254     74.0 

抗生物質及び化学療法剤  106,693   409.6 

漢方製剤  26,291     99.1 

その他  147,099    205.3  

計  530,369    152.7 
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(4）販売実績 

 当第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日）における販売実績は、次のとおりであ

ります。 

 （注）１ 事業の種類別セグメント情報を記載していないため、薬効別販売実績を記載しております。 

２ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 総販売実績に占める割合が10％以上の相手先がないため、相手先別販売実績の記載はしておりません。 

 当第３四半期連結会計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。 

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。  

  

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

薬効 金額（千円） 前年同四半期比（％）

（製 品）      

神経系及びアレルギー用薬  1,293,007     97.8 

循環器系及び呼吸器用薬  3,955,304     112.2 

消化器官用薬  1,762,877     122.7 

ホルモン剤  36,545     98.5 

ビタミン剤  463,688     105.5 

その他の代謝性医薬品  835,060     90.9 

抗生物質及び化学療法剤  620,167     99.7 

その他  569,388     107.6 

計  9,536,040     108.0 

（商 品）      

神経系及びアレルギー用薬  149,969     120.6 

循環器系及び呼吸器用薬  190,935     96.0 

消化器官用薬  39,856     92.4 

ビタミン剤  16,901     90.9 

抗生物質及び化学療法剤  140,952     87.5 

漢方製剤  32,082     94.9 

その他  123,333     102.9 

計  694,031     99.2 

合計  10,230,071     107.3 

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】
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 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

  

（１）業績の状況 

当第３四半期連結会計期間の国内経済は、国内民間需要の自律的回復力はなお弱いものの、内外における各種対

策の効果などから持ち直しております。しかしながら、完全失業率が依然高い水準に止まっていることに加え、７～

９月期の国内総生産（ＧＤＰ）速報値で、国内の物価動向を示す国内需要デフレーターが△2.8％と、51年ぶりの低

水準になるなど、デフレの様相が顕在化してきております。企業収益や雇用・賃金の悪化を通じて、景気が再び落ち

込む「二番底」も懸念されています。 

医療用医薬品業界では、今年度は薬価改定もなく、制度面での大きな環境変化はありませんでした。一方、平成

22年４月の診療報酬改定議論の中で、新薬創出・適応外薬解消等促進加算の導入や、薬局の調剤基本料における後発

医薬品調剤体制加算の見直しによる後発医薬品のさらなる使用促進などが決まりました。新薬の適正な評価と後発医

薬品の使用促進を同時に進めるという政府の方針が具体化され、医薬品業界も、新薬を継続的に開発できる企業と、

高品質のジェネリック医薬品を安定的に供給できる企業しか勝ち残れない時代になろうとしています。 

このような中、当社グループは、ジェネリック医薬品の需要拡大が見込まれる保険薬局、病院市場で取引き軒数

の拡大を目指した営業活動を展開しました。また、引き続き適正価格販売を維持し、血管拡張剤アムロジピンOD錠

5mg「トーワ」をはじめとする主力品目の販売拡大に努めました。さらに、11月には、サルポグレラート塩酸塩錠

100mg「トーワ」など、18成分30品目を新発売いたしました。 

この結果、当第３四半期連結会計期間の当社グループの売上高は、10,230百万円（前年同期比7.3％増）となり、

営業利益は2,212百万円（同18.5％増）となりました。一方、59百万円の有価証券評価益を計上したことなどによ

り、経常利益は2,327百万円（同46.3％増）となり、第３四半期純利益は1,440百万円（同64.9％増）となりました。

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末比1,813百万円減少（前年

同期比1,741百万円の増加）し、2,694百万円となりました。 

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は870百万円の増加（同720百万円の増加）となりました。主な増加要因

は、税金等調整前四半期純利益2,301百万円、および仕入債務の増加額1,054百万円等であり、主な減少要因は、法人

税等の支払額1,296百万円等であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は2,300百万円の減少（同1,817百万円の減少）となりました。主な減少

要因は、定期預金の預入による支出2,000百万円等であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は387百万円の減少（同３百万円の減少）となりました。主な減少要因

は、配当金の支払額386百万円であります。 

  

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

（４）研究開発活動 

当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は731百万円であります。 

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(1）主要な設備の状況 

 当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

  当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、改修

について重要な変更があったものは、次のとおりであります。 

 （改修） 

 前四半期連結会計期間末において計画しておりました当社岡山工場の製造設備の改修については、内容の見直し

等により計画の一部を変更したため、完了予定年月を平成21年11月から平成22年９月に延期しております。  

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

 該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

  

大量保有報告書等の写しの受領がなく、当第３四半期会計期間において大株主の異動は把握しておりません。

  

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  49,000,000

計  49,000,000

種類 
第３四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成21年12月31日） 

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月10日） 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容

普通株式  17,172,000  17,172,000
東京証券取引所 

市場第一部 

単元株式数 

100株 

計  17,172,000  17,172,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【ライツプランの内容】

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式
総数増減数 

(株) 

発行済株式
総数残高 

（株） 

資本金増減
額（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金
増減額 
（千円） 

資本準備金
残高(千円) 

 平成21年10月１日～ 

平成21年12月31日 
 －  17,172,000  －  4,717,700  －  7,870,735

（５）【大株主の状況】
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 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】  

  

②【自己株式等】 

  

 【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

  前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

  （1）役職の異動 

（６）【議決権の状況】

  平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     4,700 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式  17,162,900  171,629 － 

単元未満株式 普通株式     4,400 － － 

発行済株式総数  17,172,000 － － 

総株主の議決権 －  171,629 － 

  平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

東和薬品株式会社 
大阪府門真市新橋町

２番11号 
 4,700  －  4,700  0.03

計 －  4,700  －  4,700  0.03

２【株価の推移】

月別 
平成21年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円）  4,180  4,420  5,070  4,950  4,950  4,660  4,760  4,610  4,440

最低（円）  3,730  3,740  4,150  4,460  4,620  4,350  4,220  3,650  4,170

３【役員の状況】

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 信頼性保証本部長 取締役 生産本部大阪工場長 野口 豪  平成21年10月１日
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平

成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期

連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任

監査法人による四半期レビューを受けております。 

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,694,837 2,912,744

受取手形及び売掛金 ※2  15,048,025 13,902,018

有価証券 － 512,641

商品及び製品 5,449,600 5,418,888

仕掛品 2,168,945 1,747,385

原材料及び貯蔵品 2,671,144 2,269,343

その他 1,305,242 1,687,815

貸倒引当金 △273,073 △40,446

流動資産合計 35,064,722 28,410,392

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※1  7,381,192 ※1  7,612,949

機械装置及び運搬具（純額） ※1  2,028,968 ※1  2,271,700

土地 6,600,957 5,689,542

建設仮勘定 742,248 355,698

その他（純額） ※1  411,662 ※1  469,812

有形固定資産合計 17,165,029 16,399,704

無形固定資産 258,115 229,655

投資その他の資産   

投資有価証券 1,945,010 2,296,120

その他 788,834 930,035

貸倒引当金 △16,790 △27,330

投資その他の資産合計 2,717,054 3,198,826

固定資産合計 20,140,199 19,828,186

資産合計 55,204,921 48,238,579
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※2  5,204,805 4,330,534

未払法人税等 952,427 1,698,566

引当金 43,650 58,200

その他 3,281,576 3,155,580

流動負債合計 9,482,459 9,242,881

固定負債   

長期借入金 4,000,000 －

引当金 265,359 152,045

その他 799,491 798,130

固定負債合計 5,064,850 950,175

負債合計 14,547,309 10,193,057

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,717,700 4,717,700

資本剰余金 7,870,735 7,870,735

利益剰余金 28,091,987 25,514,008

自己株式 △11,961 △9,646

株主資本合計 40,668,460 38,092,797

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △10,848 △47,275

評価・換算差額等合計 △10,848 △47,275

純資産合計 40,657,612 38,045,522

負債純資産合計 55,204,921 48,238,579
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 26,670,406 29,298,763

売上原価 13,790,999 14,172,302

売上総利益 12,879,406 15,126,460

販売費及び一般管理費 ※  8,335,341 ※  9,145,567

営業利益 4,544,064 5,980,893

営業外収益   

受取利息 34,255 12,099

受取配当金 2,494 2,854

有価証券売却益 165 －

有価証券償還益 7,267 －

技術指導料 49,285 48,097

その他 85,268 89,741

営業外収益合計 178,737 152,792

営業外費用   

支払利息 7,069 23,519

有価証券償還損 － 14,955

有価証券評価損 112,065 137,650

スワップ評価損 166,009 408,924

その他 26,919 21,412

営業外費用合計 312,064 606,463

経常利益 4,410,738 5,527,222

特別利益   

貸倒引当金戻入額 59,068 5,380

退職給付制度終了益 231,796 －

特別利益合計 290,864 5,380

特別損失   

固定資産処分損 7,232 3,781

たな卸資産評価損 10,135 －

投資有価証券評価損 365,966 68,900

工場閉鎖損失 91,194 －

特別損失合計 474,528 72,681

税金等調整前四半期純利益 4,227,074 5,459,920

法人税等 1,685,964 2,109,410

四半期純利益 2,541,110 3,350,509
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 9,530,321 10,230,071

売上原価 4,914,139 4,882,032

売上総利益 4,616,182 5,348,038

販売費及び一般管理費 ※  2,748,994 ※  3,135,389

営業利益 1,867,188 2,212,649

営業外収益   

受取利息 562 3,177

受取配当金 1,029 882

有価証券評価益 2,686 59,632

技術指導料 18,275 16,969

スワップ評価益 － 36,935

その他 12,628 26,953

営業外収益合計 35,183 144,551

営業外費用   

支払利息 2,184 14,292

有価証券償還損 － 13,765

スワップ評価損 308,679 －

その他 894 1,815

営業外費用合計 311,759 29,872

経常利益 1,590,612 2,327,328

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 23,581

特別利益合計 － 23,581

特別損失   

固定資産処分損 1,110 1,011

投資有価証券評価損 164,226 48,351

特別損失合計 165,336 49,362

税金等調整前四半期純利益 1,425,275 2,301,547

法人税等 551,941 861,491

四半期純利益 873,334 1,440,055
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,227,074 5,459,920

減価償却費 1,379,024 1,283,155

工場閉鎖損失 25,366 －

のれん償却額 10,588 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △65,502 222,087

その他の引当金の増減額（△は減少） △96,104 182,958

固定資産処分損益（△は益） 7,232 3,781

たな卸資産評価損 10,135 －

受取利息及び受取配当金 △36,750 △14,953

支払利息 7,069 23,519

スワップ評価損益（△は益） 166,009 408,924

有価証券評価損益（△は益） 478,031 206,550

有価証券売却損益（△は益） △165 －

有価証券償還損益（△は益） △7,267 14,955

売上債権の増減額（△は増加） △1,573,402 △1,135,482

たな卸資産の増減額（△は増加） 63,129 △854,072

仕入債務の増減額（△は減少） △809,807 874,270

その他 △442,286 144,074

小計 3,342,375 6,819,691

利息及び配当金の受取額 62,695 23,953

利息の支払額 △7,069 △30,300

法人税等の支払額 △1,998,586 △2,874,290

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,399,414 3,939,053

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △6,000,000

有形固定資産の取得による支出 △2,189,658 △2,037,323

有形固定資産の売却による収入 100 －

投資有価証券の取得による支出 △50,000 －

投資有価証券の売却による収入 404,152 97,410

貸付金の回収による収入 18,000 30,000

その他 △59,565 5,379

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,876,971 △7,904,534

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 4,000,000

配当金の支払額 △769,123 △775,512

自己株式の取得による支出 △858 △1,202

財務活動によるキャッシュ・フロー △769,982 3,223,285

現金及び現金同等物に係る換算差額 29,909 11,645

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,217,629 △730,548

現金及び現金同等物の期首残高 2,171,124 3,425,386

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  953,494 ※  2,694,837
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   該当事項はありません。 

 該当事項はありません。  

   該当事項はありません。 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

【簡便な会計処理】

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

 税金費用の計算  法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【追加情報】
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、15,339,140千円

であります。 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、14,208,235千円

であります。 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形 

 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日

でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金

額は、次のとおりであります。 

     ──────────────── 

受取手形 

支払手形  

千円

千円

41,478

2,897

  

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

給料及び手当 3,386,508千円 

広告宣伝費  597,448  

役員賞与引当金繰入額  43,650  

退職給付費用 240,119  

役員退職慰労引当金繰入額 8,062  

貸倒引当金繰入額 1,858  

研究開発費 1,576,142  

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

給料及び手当 3,523,157千円 

広告宣伝費  581,786  

役員賞与引当金繰入額  43,650  

退職給付費用 279,008  

役員退職慰労引当金繰入額 8,062  

貸倒引当金繰入額 227,467  

研究開発費 1,829,369  

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

給料及び手当 1,114,041千円 

広告宣伝費  135,852  

役員賞与引当金繰入額  14,550  

退職給付費用 84,072  

役員退職慰労引当金繰入額 2,687  

貸倒引当金繰入額 39,230  

研究開発費 531,675  

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。 

給料及び手当 1,190,449千円 

広告宣伝費  168,095  

役員賞与引当金繰入額  14,550  

退職給付費用 95,938  

役員退職慰労引当金繰入額 2,687  

研究開発費 731,868  
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当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至 

平成21年12月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式         17,172,000株 

２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式            4,837株 

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。 

４．配当に関する事項 

 配当金支払額 

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

             （平成20年12月31日現在） 

（千円） 

             （平成21年12月31日現在） 

（千円） 

  

現金及び預金勘定 940,998

有価証券勘定 12,495

現金及び現金同等物  953,494

現金及び預金勘定 8,694,837

預入期間が３か月を超える定期預金 △6,000,000

現金及び現金同等物  2,694,837

（株主資本等関係）

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月24日 

定時株主総会 
普通株式  386,267  22.5 平成21年３月31日 平成21年６月25日 利益剰余金 

平成21年11月９日 

取締役会 
普通株式  386,264  22.5 平成21年９月30日 平成21年12月１日 利益剰余金 
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 前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める医薬品事業の割合がいずれも90％を超えるた

め、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

  在外子会社、在外支店がないため、該当事項はありません。 

 前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日 至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平

成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

  海外売上高は連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

（１株当たり情報）

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 銭2,368 34   １株当たり純資産額 円 銭2,216 14   

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額     148円02銭  

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 円 銭195 17   

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

四半期純利益（千円）  2,541,110  3,350,509

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  2,541,110  3,350,509

期中平均株式数（株）  17,167,548  17,167,306

- 18 -



 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

該当事項はありません。  

 平成21年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

 （イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・386,264千円 

 （ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・22円50銭 

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成21年12月１日 

（注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。  

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額    円 銭50 87   

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 円 銭83 88   

  
前第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

四半期純利益（千円）  873,334  1,440,055

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  873,334  1,440,055

期中平均株式数（株）  17,167,484  17,167,236

（重要な後発事象）

２【その他】
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該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年２月13日

東和薬品株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 野田 弘一  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 永原 新三  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東和薬品株式

会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２０年１０月

１日から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシ

ュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東和薬品株式会社及び連結子会社の平成２０年１２月３１日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか

った。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。 

   ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 



  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成22年２月10日

東和薬品株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 永原 新三  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 渡部  健   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東和薬品株式

会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２１年１０月

１日から平成２１年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年１２月３１日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシ

ュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東和薬品株式会社及び連結子会社の平成２１年１２月３１日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか

った。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

(注)１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。 

   ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 




